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路
線
バ
ス
の
廃
止
や
縮
小
、
ま

た
交
通
事
業
者
の
撤
退
な
ど
、
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
は
、
近
年
、

全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

町
で
も
、
便
数
が
少
な
い
、
乗

り
継
ぎ
が
不
便
、
利
用
者
が
少
な

い
、
町
の
財
政
負
担
が
増
え
続
け

て
い
る
な
ど
、
バ
ス
路
線
を
始
め

と
す
る
町
の
公
共
交
通
は
、
大
き

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
特

に
西
鉄
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
へ
の
赤
字
補
て
ん
金
は
年
々
増

え
続
け
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
住
民
代
表
や
交
通
事
業
者
、

交
通
問
題
の
専
門
家
な
ど
の
委
員

で
組
織
す
る
鞍
手
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
で
協
議
を
重
ね
、

課
題
を
整
理
し
、
目
標
と
そ
れ
を

達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
改
善

策
と
し
て
「
鞍
手
町
地
域
公
共
交

通
総
合
連
携
計
画
」
を
昨
年
３
月

に
決
定
。
10
月
か
ら
、
す
ま
い
る

バ
ス
と
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
の
運

行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

試
験
運
行
１
年
目
に
は
、
従
来

の
み
や
わ
か
線
の
７
往
復
（
休
日

な
ど
は
６
往
復
）
に
加
え
、
新
た

に
ま
ち
な
か
線
の
運
行
を
始
め
ま

し
た
。

ま
ち
な
か
線
は
、
鞍
手
駅
な
ど

町
内
主
要
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
を
主
な
目
的
と
し
て
、
く
ら
じ

の
郷
か
ら
鞍
手
駅
間
を
１
日
15
往

復
（
休
日
な
ど
は
８
往
復
）
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
試
験
運
行

を
始
め
た
平
成
23
年
10
月
か
ら
24

年
３
月
ま
で
の
半
年
間
の
ま
ち
な

か
線
の
利
用
者
数
は
、

５
千
６
１
２
人
、
１
日

約
31
人
、
１
便
当
た
り

で
は
１
・
２
人
と
、
目
標

を
大
き
く
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
み
や
わ
か
線

の
同
期
間
の
利
用
者
数

は
１
万
８
千
１
０
１
人
。

１
日
約
99
人
、
１
便
当

た
り
で
は
約
７
・
４
人
が
利
用
し
ま

し
た
。

試
験
運
行
前
の
み
や
わ
か
線
は
、

１
日
平
均
約
１
１
６
人
が
利
用
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
一
部
の
利
用

者
は
、
ま
ち
な
か
線
へ
分
散
し
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
回
の
試
験
運
行
で
は
、

乗
り
継
ぎ
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
割
引
制
度
を
導
入
し

ま
し
た
。
西
鉄
バ
ス
や
、
も
や
い

タ
ク
シ
ー
か
ら
、
す
ま
い
る
バ
ス

の
ま
ち
な
か
区
間
（
く
ら
じ
の
郷

～
鞍
手
駅
）
に
乗
り
継
い
だ
場
合

の
運
賃
を
１
０
０
円
に
割
り
引
く

も
の
で
、
半
年
間
で
７
８
４
件
、

１
日
当
た
り
４
・
４
件
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。
割
引
券
の
利
用
は
、

月
ご
と
に
増
え
て
い
て
、
徐
々
に

定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
、昨
年
10
月
か
ら
鞍
手
町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
に
基
づ
き
、す
ま
い
る
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
）と
、も
や
い
タ
ク
シ
ー（
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
）の
試
験（
実
証
）運
行
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

３
年
間
の
試
験
運
行
の
中
で
、
事
業
評
価
と
見
直
し
を
繰
り
返
し
、
鞍
手
町
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
、
持
続
可
能
な

公
共
交
通
の
あ
り
方
を
見
つ
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
９
か
月
が
経
過
し
た
町
の
新
し
い
バ
ス

は
、
利
用
者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
半
年
間
の
利
用
状
況
や
、
３
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
の
結
果
を
も
と
に
検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

試
験
運
行
が

ス
タ
ー
ト
す
る
ま
で

ま
ち
な
か
線
の
利
用
は

１
日
約
31
人

試
験
運
行
２
年
目
に
向
け
て
、

町
の
バ
ス
の
見
直
し
を
始
め
ま
し
た

みやわか線 まちなか線 合計
試験運行前 116 人 － 116 人
試験運行後 99 人 31 人 130 人

増減 ▲ 17 人 31 人 14 人

すまいるバス平均利用者数（1 日当たり）

みやわか線 まちなか線 合計
試験運行前 272,047 円 － 272,047 円
試験運行後 294,535 円 607,478 円 902,013 円

増減 22,488 円 607,478 円 629,966 円

すまいるバスへの赤字補助金（1 か月当たり）
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町
で
は
、
す
ま
い
る
バ
ス
の
運

賃
収
入
が
運
行
経
費
に
満
た
な
い

場
合
、
そ
の
赤
字
額
を
委
託
会
社

に
補
助
し
て
い
ま
す
。

試
験
運
行
後
の
半
年
間
の
収
支

と
し
て
は
、
運
行
経
費
を
１
０
０

と
し
た
場
合
の
運
賃
収
入
の
割
合

は
、
み
や
わ
か
線
が
、
58
・
９
パ

ー
セ
ン
ト
、
ま
ち
な
か
線
が
18
・

６
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
町
で
は
月
平

均
約
９
０
万
２
千
円
の
赤
字
補
助

を
し
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
線
は
、
Ｊ
Ｒ
や
西
鉄

バ
ス
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
な
ど
他

の
公
共
交
通
機
関
か
ら
の
乗
り
継

ぎ
を
前
提
に
、
町
の
主
要
施
設
へ

の
ア
ク
セ
ス
強
化
の
た
め
、
導
入

し
ま
し
た
が
、
利
用
状
況
や
運
行

収
支
か
ら
、
思
っ
た
成
果
が
得
ら

れ
て
い
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

も
や
い
タ
ク
シ
ー
は
、
す
ま
い

る
バ
ス
や
西
鉄
バ
ス
な
ど
の
利
用

が
困
難
で
、
公
共
交
通
が
空
白
と

な
っ
て
い
る
地
域
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
に
、
古
門
地
区
の
一
部
や
長

谷
地
区
、
泉
水
地
区
に
導
入
し
ま

し
た
。
事
前
に
予
約
し
た
人
が
乗

り
合
っ
て
移
動
す
る
タ
ク
シ
ー
で
、

現
在
、
古
門
線
で
は
鞍
手
車
庫
ま

で
、
長
谷
線
と
泉
水
線
は
、
く
ら

じ
の
郷
ま
で
、
平
日
４
往
復
、
休

日
な
ど
に
は
２
往
復
、
運
行
し
て

い
ま
す
。

試
験
運
行
を
開
始
し
て
半
年
間

の
利
用
状
況
を
み
る
と
、
一
番
利

用
が
多
か
っ
た
の
は
泉
水
線
で
、

58
人
。
次
い
で
古
門
線
の
22
人
。

長
谷
線
は
２
人
と
、
ほ
と
ん
ど
利

用
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
半
年

間
の
利
用
合
計
は
、
82
人
。
１
日

当
た
り
で
は
、
０
・
45
人
と
な
り
、

２
日
間
で
１
人
し
か
利
用
し
て
い

な
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

室木

長谷

八尋

新延

新北

中山

小牧

上木月

木月

古門

永谷

弥生

猪倉

栄町

西山
古門公民館

道中神崎公民館

倉坂公民館

新延本村公民館

長谷中

長谷下

泉水公民館

泉水口

中本町

中央公民館

小牧口

鞍手局唐ヶ崎

山ヶ崎

古月保育園

木月口

上木月

石堀場

古門口

白水橋

新延橋

ひな尻

島

新延小学校

六反田七ヶ谷

猿田峠

観音谷

永谷天満宮

新北

八尋

筑前川端

神田入口

室木

長山

筑前中畑

筑前上畑

徳城
田淵

本城

隠谷
宮田病院前

河童村入口

永瀬

鞍手駅

中山南区泉水口

京の上
中山口

五反田

石山谷

中屋敷

不動院

中山

立林

神崎

中山南区

鞍手役場

中山西区

猪倉

弥生

松隈
浪内

田頭

田町

サングリーン鞍手

くらじの郷

永瀬

新北

宮田バス停

唐ヶ崎 鞍手局

鞍手車庫

鞍手町立病院

西鉄バス路線

もやいタクシー路線

唐ヶ崎 すまいるバスのりば

中山口 西鉄バスのりば

長谷中 もやいタクシーのりば

乗りつぎ割引券発行（車内）鞍手車庫

地図の見方

すまいるバス“みやわか線”

すまいるバス“まちなか線”

す
ま
い
る
バ
ス
に
１
か
月

約
90
万
円
の
赤
字
補
助

も
や
い
タ
ク
シ
ー
の

利
用
は
２
日
に
１
人

町のバス路線図
平成 24 年 7 月 1 日現在

古門線 長谷線 泉水線 合計
H23.10 8 人 0 人 9 人 17 人
H23.11 4 人 0 人 6 人 10 人
H23.12 4 人 2 人 7 人 13 人
H24.  1 0 人 0 人 17 人 17 人
H24.  2 3 人 0 人 7 人 10 人
H24.  3 3 人 0 人 12 人 15 人

合計 22 人 2 人 58 人 82 人

もやいタクシーの利用状況（1 か月当たり）
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すまいるバスアンケート調査
・期間　平成 24 年 3 月 30 日から 4 月 12 日まで
・内容　利用状況や満足度、意見、要望など 10 問 
・対象者　720 人（16 歳～ 22 歳、65 歳以上）
・回答（率）　360 人（50.0％）

すまいるバス利用動向調査
・期間　平日　4 月 13 日、休日　4 月 15 日
・内容　利用区間、乗降バス停などの動向
・利用者数　みやわか線（平日 123 人、休日 67 人）、

まちなか線（平日 61 人、休日 16 人）

鞍
手
町
内
で
も
泉
水
、
永
谷
、
古
門
、
上

木
月
な
ど
の
居
住
者
は
、
交
通
手
段
に
は

日
常
的
に
困
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。（
70

歳
代
・
女
性
）

す
ま
い
る
バ
ス
は
周
回
型
に
し
て
西
川
地

区
、
剣
地
区
、
古
月
地
区
に
分
け
て
、
町

内
全
般
を
回
り
、
そ
れ
か
ら
乗
り
継
ぎ
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
５
年
、
10
年
先
に
自

動
車
が
な
く
て
も
良
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。
も
や
い
タ
ク
シ
ー
は
、
予
約
し
な
い

で
行
け
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。（
70
歳

代
・
男
性
）

路
線
バ
ス
の
便
数
と
路
線
を
増
や
し
て
ほ

し
い
。（
20
歳
代
・
男
性
）

学
校
（
高
校
）
へ
行
く
た
め
に
、
で
き
れ

ば
鞍
手
駅
か
ら
弥
生
バ
ス
停
へ
の
直
線
的

な
運
行
が
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

朝
は
無
理
で
も
、
せ
め
て
夕
方
と
夜
の
便

が
あ
っ
た
ら
痴
漢
に
あ
っ
た
り
せ
ず
、
安

全
に
帰
れ
る
と
思
い
ま
す
。
親
が
迎
え
に

来
ら
れ
な
い
人
は
、
ど
う
し
て
も
暗
い
田

ん
ぼ
道
を
自
転
車
や
歩
い
て
帰
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
の
で
危
険
で
す
。（
10
歳
代
・

女
性
）

以
前
の
よ
う
に
、
乗
り
継
ぎ
を
し
な
く
て

も
、
く
ら
じ
の
郷
ま
で
行
け
る
よ
う
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
今
で
は
家
か
ら
出

ら
れ
ま
せ
ん
。
バ
ス
代
を
少
し
払
っ
て
で

も
、
前
の
よ
う
に
風
呂
に
行
き
た
い
の
で

す
が
…
。（
70
歳
代
・
女
性
）

バ
ス
の
乗
り
換
え
の
な
い
運
行
に
し
て
ほ

し
い
。（
60
歳
代
・
女
性
）

現
在
の
す
ま
い
る
バ
ス
ま
ち
な
か
線
と
連

絡
す
る
町
北
部
の
周
回
バ
ス
と
、
町
南
部

の
周
回
バ
ス
を
運
行
し
て
、
町
全
体
で
利

自由
意見
由

す
ま
い
る
バ
ス
と

も
や
い
タ
ク
シ
ー
の

利
用
実
態
調
査
を

実
施
し
ま
し
た

町
で
は
、
３
年
間
の
試
験
運
行
の
う
ち
、
第
１
年

度
（
平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24
年
９
月
ま
で
）

の
事
業
内
容
を
評
価
、
検
証
し
、
見
直
し
を
行
う

た
め
、
利
用
実
態
調
査
を
実
施
。
そ
の
中
か
ら
、

す
ま
い
る
バ
ス
ま
ち
な
か
線
と
、
も
や
い
タ
ク

シ
ー
の
改
善
を
望
む
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

運
行
方
法
を
周
回
型
に
す
る
。
便
数
を
増
や
す

す
ま
い
る
バ
ス

最
も
多
か
っ
た
改
善
の
声

Ｑ  どのように改善すれば、まちなか線は利用しやすくなりますか？（複数回答：318件）

まちなか線の改善については、「運行方
法を周回型にする」と「便数を増やす」
が最も多く、それぞれ回答全体の 2 割を
占めていました。次いで「定期券やフリー
パス券などを導入する」、「運行ダイヤを
見直す」などの声が多く寄せられていま
す。また、その他の改善案では、「くら
じの郷まで直行し乗り継ぎがないような
便にする」や「バスのステップを低くす
る」、「プリペイドカードを導入する」な
どの意見がありました。

運行ルートを延長する

運行方法を周回型にする

便数を増やす

運行ダイヤを見直す

料金を安くする

料金を均一にする

定期券やフリーパスを導入する

その他

29 人

58 人

58 人

37 人

34 人

24 人

38 人

40 人

Ｑ  今後、すまいるバスを利用する予定はありますか？（高齢者：255人　若年者：31人）

「ある」と回答したのは高齢者の約 2 割
で、「改善されれば利用」と回答した人
を合わせると 4 割以上に利用の意向がう
かがえます。また、若年者のうち約 25
パーセントが「改善されれば利用」と答
えていて、見直しの必要性が示されてい
ます。

ある 53 人（20.8％）

ある 1 人（3.2％）

高齢者
改善されれば利用 50 人（19.6％）

ない 95 人（37.2％） 無回答 57 人（22.4％）

若年者

改善されれば利用 7 人（22.6％） ない 22 人（71.0％）

無回答 1 人（3.2％）
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用
で
き
る
公
共
交
通
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。（
80
歳
代
・
女
性
）

も
や
い
タ
ク
シ
ー
の
乗
り
継
ぎ
は
、
接
続

時
間
な
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見直しの方向性

・乗り継ぎをなくす路線への変更
・均一運賃など、高齢者にわかりやすい
運賃体系の導入

・利用者のライフスタイルにあった運行
ルートやダイヤの設定

・費用対効果や利用状況に見合った路線
への転換

見直しに向けた具体的な検討事項
①すまいるバスまちなか線を、現在の往復運行
から周回運行に変更し、できる限り乗り継ぎ
をしないで目的地まで行けるようなルートを
検討する。

②まちなか線の運行ルート変更に合わせ、もや
いタクシーのあり方を再検討する。乗り継ぎ
を基本とした現在の路線を変更し、鞍手駅ま
でへの延長を検討する。また、もやいタクシー
の予約については、当日の１時間程度前でも
可能になるよう、対応を検討する。

③まちなか線を周回型に変更することに伴い、
距離別運賃の適用が困難になることから、み
やわか線を含め、均一運賃の導入を検討する。
もやいタクシーについても、すまいるバスと
の公平性を確保した均一運賃への変更につい
て検討する。

④定期券やフリーパス券を新設するなど、学生
や一定年齢以上の高齢者にとって、利用しや
すい運賃割引制度の導入を検討する。

⑤西鉄バス中山・中間線のうち、中間系統（69
番線）について、町内のほとんどの区域を遠
賀系統（68番線）が重複運行していること、
また利用者がごく少数であることなど費用対
効果の面から、代替交通の確保をもって廃止
することを検討する。

見
直
し
の
方
向
性
を

活
性
化
協
議
会
で
確
認

　住民や公的機関、町議会、
警察、道路管理者などの代表
で組織する鞍手町地域公共交
通活性化協議会では、持続可
能な町の公共交通のあり方を
検討しています。
　協議会では、試験運行の結
果やアンケート、実態調査の
結果を踏まえ、５月 23 日に
開催した会議の中で、次のと
おり見直しの方向性を確認し
ました。これに基づき、今後
の協議会で、具体的な見直し
案を策定し、２年目の試験運
行に向けた取り組みをスター
トさせます。

もやいタクシー利用実態調査
・期間　平成 24 年 3 月 8 日から 3 月 22 日まで
・内容　利用状況、満足度や要望など
・対象　50 人（利用登録者 163 人から無作為に抽出）
・方法　郵送による配布、回収
・回答数（率）　33 人（66.0％）

路
線
を
延
長
し
、
乗
り
継
ぎ
を
な
く
す

も
や
い
タ
ク
シ
ー

最
も
多
か
っ
た
改
善
の
声

鞍手町予約型乗合タクシー

32-1256 34-7700予約

泉水公民館のりば

Ｑ  今後どのように改善すれば利用しやすく
なると思いますか？（複数回答：57件）

今後の改善策としては、「路線を延長し、乗り継ぎをな
くす」が最も多く 19 人。次いで「予約の時間を変える」、

「便数を増やす」が多いという結果になりました。その
他の改善策では、「今まで通り循環バスにしてほしい」
という回答が複数（3 件）寄せられました。高齢者にとっ
て、「乗り継ぎ」や「予約」が、もやいタクシーの利用
を制限する大きな要因になっていると言えるでしょう。

路線を延長し、
乗り継ぎをなくす

19 人

便数を増やす

運行ダイヤを見直す

予約の時間を変える

その他

無回答

7 人

3 人

14 人

8 人

6 人
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※後期高齢者制度に加入する前日まで「会社などの健康保険の被扶養者」だった人は均等割額は９割の軽減、所得
　割額はかかりません。

●保険料の軽減等
平成 24 年度もこれまでの軽減（均等割の９割・8.5（７）割（注）・５割・２
割軽減）を継続して行います。

軽減割合 軽減後の均等割額 同一世帯内の被保険者及び世帯主の軽減対象所得金額の合計額

 ９割軽減 　　　　　5,504 円     33 万円（基礎控除額）以下で、被保険者全員が年金収入 80 万円以下で、ほか
  に所得がない人

  8.5（7）割軽減（注） 　　　　　8,256 円   33 万円（基礎控除額）以下の人

 ５割軽減 　　　　  27,522 円   33 万円（基礎控除額）+24.5 万円×被保険者（世帯主を除く）の数以下の人

 ２割軽減                44,036 円 　33 万円（基礎控除額）+35 万円×被保険者数以下の人

軽減になる人の基準

■均等割額の軽減

2012. ７−６

後期高齢者医療制度
平成 24 年度の保険料額が決定しました。７月中旬に被保険者（加入者）の皆さんへ
後期高齢者医療保険料の決定通知書をお届けします。

■所得割額の軽減
５割 の軽減総所得金額等が 91 万円以下（公的年金のみの場合は、収入額で 211 万円以下）の人

①保険料は、県内どの地域でも同じ基準で算定されます。
②保険料は、被保険者（加入者）一人ひとりにかかります。保険料率（均等割額・所得割率）は２
　年ごとに見直され、今年度が改定の年となっています。
③総所得金額等とは、前年中の「公的年金等収入－公的年金控除」、「給与収入－給与所得控除」、「事
　業収入－必要経費」、などの合計額で、各種所得控除前の金額です。
④公的年金収入のみの人で、年金額が 153 万円以下の場合は、総所得金額等は 33 万円以下となる
　ため、所得割額はかかりません。

保険料は、被保険者全員が負担する「被保険者均等割額」と、被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の
合計となります。

保険料の算定方法

年間保険料
（最高限度額 55 万円）

＝
55,045 円

＋

被保険者
均等割額 所得割額

  総所得　　　 33 万円
  金額等　　（基礎控除額）（ ）－ 所得割率

  10.88％×

被保険者（加入者）の
皆さんが負担する保険料

医療費の総額

病院に支払う
自己負担額

+
公費（税金）約５割

国：県：市町村＝４：１：１

支援金約４割
（現役世代の負担） 約１割

医療給付費

●保険料の決まり方

注：原則は７割軽減ですが、特例措置により8.5割軽減となっています。

■保険料の減免制度
災害等により保険料の納付が困難となった場合は、保険料が減免できる場合がありますので、ご相談ください。
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■ 後期高齢者医療に関する問い合わせ
　 鞍手町役場保険健康課保険年金班　☎４２局２１１１番　内線 205

保険料が年金から特別徴収（年金天引き）されている人は、申請することで口座振替に変更することがで
きます。変更を希望する人は、７月 31 日（火）までに窓口で手続きを行うと、10 月支給分の年金から天
引きが中止され、口座振替による支払変更になります。
※年金天引きになる人……年金受給額が年額 18 万円以上で、介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額
　　　　　　　　　　　　が年金受給額の２分の１を超えない人

●保険料を年金から天引きされている人へお支払方法が変更できます

＊＊　社会保険料控除について　＊＊
後期高齢者医療保険料は、所得税及び住民税の申告のとき、
社会保険料控除の対象となります。特別徴収（年金天引き）
から口座振替へ変更した場合、社会保険料控除は、口座振
替で支払った人に適用されます。

●８月から後期高齢者医療制度の
　　　　　　　被保険者証が新しくなります

現在、使用している被保険者証の有効期限は７月 31 日までとなっています。
新しい被保険者証（水色）は７月下旬にお届けします。ただし、保険料の滞
納がある場合は、通常より短い有効期限の被保険証を窓口でお受け取りいた
だくことがあります。病院などにかかるときの医療費の自己負担割合は、１
割または３割です。毎年、前年中の所得などをもとに、８月から翌年７月ま
での１年間の自己負担割合の判定を行います。

◆自己負担割合の判定基準

●限度額適用・標準負担額減額認定証は８月更新となります
現在、使用している後期高齢者医療の減額認定証の有効期限は７月 31 日までとなっています。減額
認定証をすでに持っている人で平成 24 年度の市町村民税が非課税世帯の人には、８月１日からの新
しい減額認定証を７月下旬にお届けします。
◆減額認定証を持っていなかった人で新たに交付を希望する場合は、これまでどおり、窓口での申請
　手続きが必要になります。

自己負担割合は原則１割ですが、
同じ世帯の被保険者のいずれか
の人の課税所得が 145 万円以上
である場合には、３割となりま
す。詳しくは右表の負担割合を
ご覧ください。

□負担割合
自己負担割合 要　　件

１割 3 割負担の要件に当てはまらない被保険者（下記以外の場合）

３割

同じ世帯の被保険者のいずれかの人が、市町村民税課税所得
145 万円以上の場合
　※ただし、以下に該当する場合は「申請により１割負担」と
　　なります。

【基準収入額適用申請】
◆同一世帯の被保険者が２人以上の場合
　被保険者全員の収入の合計額が 520 万円未満であること
◆同一世帯の被保険者が本人のみの場合（次の①又は②に該当）
　①本人の収入が 383 万円未満であること
　②本人の収入が 383 万円以上で、同一世帯の 70 歳から　
　　74 歳の人と収入の合計額が 520 万円未満であること

※すでに手続がお済みの人は、改めて手続の必要はありません。

※申請に必要なもの……印かん、被保険者証、その他（収入額などを証明するもの（非課税証明書）
など）や入院期間が確認できるものが必要になる場合があります。

→変更



まちの話題 My Town Topics

2012. ７−８

　５月 27 日、町男女共同参画ネットの総会がありました。講

演会では、北九州市議会議員の三宅まゆみさんを講師に迎え「議

会の中の男女共同参画」と題し講話がありました。「やれない、

出来ないじゃなくて、自分の限界を決めない」また、「他人の

ことを否定したりしない、女性は女性のやり方でいい」と女性

ならではの視点に立ち、お話

をされました。質疑応答でも

活発な意見や質問が飛び交い

有意義な総会となったようで

した。参加者からは「努力し

なければ変化は生まれないと

思った」と感想を述べられて

いました。

男女共同参画ネット総会
▶議会の中の男女共同参画

　剣北小学校の３年生が町内の施設を社会見学。この日訪れ
たのは、鞍手町役場や舟川隣保館等。はじめて役場を訪問し
た児童たちはちょっぴり緊張気味。グループごとに分かれて
役場内を探検。いろいろな質問をしたり、メモを取ったりと
大忙しでした。時間の限られた中ですべての課に立ち寄り
職員にさまざまな質問をしていました。最後に町長に会い
たかった児童たちでしたがあいにく会議中で会えずじまい。

残念そうに役
場を後にして
いました。ま
たの機会にぜ
ひ役場のしく
みを学習して
ほしいもので
す。

剣北小学校社会見学
▶まちの施設を探検しました

　今年も８月中旬にかけ、新北

（明福寺近くの産業道路沿）で、

ひまわりが満開の予定です。こ

のひまわりは、国が進める農地・水・環境保全向上対策事業を活用し、新北地区農地・水・

環境保全協議会のみなさんが６月下旬に 15,000㎡（１町５反）に種まきをしました。こ

のひまわりは約 40 日程で大輪の花を咲かせるそうです。昨年見逃してしまったみなさん、

今年こそはお見逃しなく。写真は昨年撮影したものです。

満開のひまわり見逃さないで
▶８月中旬に新北でひまわりが満開の予定

　５月 20 日、鞍手町消防団による消防訓練がありま
した。この日は消防団の夏季訓練。訓練の前には「土
のう」づくりを行いました。団員たちは 10 トンの土
で約 500 個の土のうを作りました。この「土のう」は、
大雨等の災害に備え補充するためのものです。これは、
もしものときの大事な備えです。その後、公園周辺の
ゴミ拾いを行いました。また、今年は９月９日に行わ
れるポンプ操法に出場する選手たちの訓練も行いまし
た。団員たちは、
町民の安全安心
を守るための大
切な訓練に汗を
流 し て い ま し
た。

町民の安全安心を守るため
▶浮洲公園で土のうづくりや訓練に汗を流しました

　５月 18 日、古月小学校の２年生 13 人が生活科の
体験活動で、３年生９人が社会見学で古門の遠藤農
園を訪れました。ポニーやヤギなどにエサを与えた
り、たくさんの動
物と触れ合いまし
た。子どもたちは、
間近で見る動物に
興味津々で、楽し
い自然体験活動に
な っ た よ う で す。
３ 年 生 は そ の 他、
古月横穴や伊藤常
足旧宅などの校区
内 の 史 跡 を 見 学。
きっと社会科の学
習に役立つことで
しょう。

たくさんの動物とふれあい
▶５月 18 日古月小学校の児童が校区探検



　毎年恒例となった剣北小学校の田植え。今年も６月 15

日に５年生の児童 33 人が田植えを行いました。この日は

梅雨の影響もあって蒸し暑い日で、児童に感想を聞いてみ

ると「田んぼの水がぬるま湯のようだ」、「貴重な体験が出

来ました」とそれぞれに田植えの感想を話してくれました

が、中には泥にはまってなかなか身動きがとれなかったり

と悪戦苦闘の様子で苗を植えている児童もいました。11 月

には、稲刈りをし収穫したもち米は今年も 12 月に行われ

る剣北小学校恒例の「ふれあいもちつき大会」で全校児童

や地域の皆さんに振舞われることになっています。

９− 2012. ７

　６月９日、町立体育館で剣ミニバスケットボール
チームがライジング福岡のバスケットボールクリニッ
クを受けました。このクリニックは、バスケットボー
ル普及・技術向上を目的として選手を派遣しているも
ので、次代のバスケットボール選手の育成を担うもの
です。この日訪れたのはプロの竹野選手、徳永選手、
石谷選手の３選手。最初はプロの選手に緊張気味の様
子の子どもたちでしたが、反射神経の練習メニューで
は、笑いあり、またドリブルやシュートの基本につい
て学ぶときは、みんな真剣そのものでした。今回参加
した子どもたちの中から未来のプロバスケットボール
プレーヤーが生まれることを期待します。

バスケの楽しさ実感
▶ライジング福岡バスケットボールクリニック

今年も田植えに挑戦
▶稲の成長が楽しみですね

有
あ り よ し

吉栞
か の ん

望ちゃん
平成23 年７月９日生まれ

のんたん１歳のお誕生日お
めでとう♡はいはい上手に
なって悪さたくさんしてマ
マいっぱい怒るけど大好き
だよ!!!! これからも元気いっ
ぱい大きくなってね♡（父　
大さん・母　恵さん・新延）

白
し ら つ ち

土呂
ろ い と

愛ちゃん
平成21 年７月 14 日生まれ
呂愛ちゃん、３歳のお誕生日お
めでとう。いつも元気いっぱい
な呂愛ちゃん、弟ができて毎日
が楽しいね。いつまでも姉弟仲
良く、優しい女の子に育ってね
♡（父　博幸さん、母　直美さ
ん・中山）

すくすく
日記
７月生まれ

Happy  birthday  to  you.

お待ちしています
毎月、発行月に誕生日を迎
える満３歳までのちびっ子
を募集しています。８月生
まれは、７月９日（月）まで
に電話で役場総務課☎４２
局２１１１番へお申し込み
ください。

▼

　６月 11 日、幸町区の 16 人がまちづくり出前講座のメ
ニューの一つ浄水場見学に参加しました。この講座は、町
のさまざまなジャンルについて職員が講演や、施設見学の
説明を行うものです。参加者は、以前までの施設と現在の
施設がどう変わったのか等の説明を職員から受け、施設内
を見学しました。参加者からは「鞍手の水はおいしくなっ
た」の声も多く聞かれていました。これは２月 8 日現在の
浮洲の原水と前処理ろ過機で処理した水の水質検査の結果
でも明らかです。前処理ろ過機がその結果に大きく影響し
ているもので、高度浄水処理施設と位置付けられ、原水の
不純物を取り除く装置です。今後も町では、水道水質検討
委員会の最終答申に基づき水道事業のあり方や水道料金等
について検討を行っていきます。

まちづくり出前講座
▶幸町区が浄水場を見学
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

表装 古屋日出子さん
（室木）

お友だちのお父様の羽
織をいただきました。表
はちりめんで裏がこの
墨絵のような立派な画
だったので、掛け軸にし
て友だちの家に掛けて
もらえればと思ってい
ます。

強
く
て
逞
し
い
鞍
手
っ
子

空
手
大
会
で
大
活
躍

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
国
際
空
手
古
武
道
連
盟
初
代
理
事
長　

福
本
博
文
さ
ん

６
月
10
日
、
中
間
市
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
第
５

回
空
手
古
武
道
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福
本
会
館
空
手
道
場
か
ら
も
型
と
組
手
の
部
に
参

加
し
、
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。
丸
数
字
は
順
位
。（
敬
称
略
）
ま
た
、

８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
る
全
九
州
空
手
道
選
手
権

大
会
に
有
吉　

大
が
出
場
し
ま
す
。
福
本
会
館
で

は
、
こ
れ
か
ら
も
強
く
て
逞
し
い
鞍
手
っ
子
の
育

成
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
成
績　
（
組
手
の
部
）
▽
小
学
校
１
年
生
の
部

＝
③
峯
野
翔
夢
▽
小
学
校
２
年
生
の
部
＝
②

石
田
雄
大
▽
中
学
校
上
級
の
部
＝
②
白
水
純

治
▽
小
学
校
１
・
２
年
女
子
の
部
＝
②
秋
田
葉
月
▽
小
学
校
３
・
４
年
女
子
の
部
＝
①
秋
田  

雅

　
（
型
の
部
）
▽
小
学
校
初
級
の
部
＝
②
峯
野
翔
夢

第
13
回

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

●
鞍
手
北
中
学
校
陸
上
部

５
月
20
日
に
宗
像
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

リ
ー
ナ
で
「
第
13
回
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
行
わ
れ
、
今
年

も
鞍
手
北
中
陸
上
部
の
長
距
離
の
選
手
で
出

場
し
ま
し
た
。結
果
は
、次
の
と
お
り
で
し
た
。

●
成
績　

▽
中
学
生
部
門
順
位
＝
第
２
位

（
鞍
手
北
中
学
校
Ｂ
）、
第
４
位
（
鞍
手
北

中
学
校
Ａ
）
▽
総
合
順
位
＝
第
17
位
（
鞍

手
北
中
学
校
Ｂ
）
と
第
45
位
（
鞍
手
北
中

学
校
Ａ
）

楽
し
く
走
ろ
う
を

合
言
葉
に

●
剣
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ  

栗
田
光
晴
さ
ん

「
楽
し
く
走
る
。
無
理
を
し
な
い
。
順

位
は
無
視
。
自
分
の
走
力
に
あ
っ
た
走

り
で
Ｏ
Ｋ
、
み
ん
な
で
一
緒
に
ゴ
ー
ル

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
う
た
い
文
句
で

剣
南
小
の
保
護
者
や
先
生
に
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
、
男
性
８
人
（
先
生
１
人
含
）、

女
性
２
人
が
参
加
。
剣
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
チ
ー

ム
を
結
成
し
第
13
回
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

リ
ー
ナ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
１
周
２
㎞

の
コ
ー
ス
を
21
周
＋
195
メ
ー
ト
ル
を
タ

ス
キ
リ
レ
ー
し
て
完
走
す
る
も
の
で
、10
人
で
見
事
走
り
切
り
総
合
順
位
98
位
、

男
女
混
合
の
部
で
は
20
位
と
大
健
闘
で
し
た
。
い
つ
か
は
、
子
ど
も
た
ち
に
楽

し
く
走
る
こ
と
を
教
え
る
こ
と
が
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
バ
ス
部
員
募
集

●
剣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

剣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
は
、

随
時
男
女
部
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
練
習
場
所　

剣
北
小
学
校
体
育
館

●
練
習
日　

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

●
問
い
合
わ
せ　

剣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
清
水
）☎（
０

９
０
）
１
９
２
１
局
６
７
０
６

番
ま
で
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品
は、ありませんか。「広報ぎゃら
りー」では、紙面を彩るあなたの
作品をお待ちしています。作品に
ついての 100 字以内の感想もお
願いします。役場総務課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

リフォーム
タンスの中に長く入っていた反物で

す が、 開 衿 の
チ ュ ニ ッ ク を
作 り ま し た。
絽 の 布 で 軽 く
着 や す い の で
重 宝 す る 一 枚
になります。

藤崎恒子さん
（木月）

小野千代香さん
（中山）押し花

夏の庭に白
し ら さ ぎ

鷺がとまって涼しさ
を思わせます。大好きな作品の一
つです。

Relay Essay

　

皆
さ
ん
は
「
晴
れ
」
の
思
い
出
は
あ
り
ま

す
か
？

　

私
の
「
晴
れ
」
の
思
い
出
は
中
学
・
高
校

の
青
春
時
代
に
遡
り
ま
す
。
部
活
で
一
生
懸

命
汗
を
流
し
、
友
人
た
ち
と
何
気
な
い
会
話

で
大
笑
い
し
た
り
、
そ
ん
な
時
代
の
楽
し
い

思
い
出
で
す
。

　

そ
う
し
た
思
い
出
の
中
で
必
ず
出
て
く
る

の
が
、
中
山
南
区
に
あ
っ
た
「
き
ら
く
食
堂
」

の
お
好
み
焼
き
で
す
。
友
人
た
ち
と
小
遣
い

を
握
り
締
め
、
必
死
に
走
っ
て
お
店
に
行
き
、

酸
っ
ぱ
く
て
、
辛
く
て
、
し
ょ
っ
ぱ
い
、
普

段
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
あ
の
独
特
の
ソ
ー
ス

の
味
が
未
だ
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
「
き
ら
く
食
堂
」
の
ソ
ー
ス
を
復

刻
さ
せ
よ
う
と
い
う
話
が
鞍
手
町
商
工
会
か

ら
出
て
き
ま
し
た
。
理
由
は
鞍
手
町
で
昔
か

ら
あ
る
思
い
出
の
料
理
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、「
き
ら
く
食
堂
」
の
お
好
み
焼
き
の
意

見
が
多
数
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
話
を
聞
い
た
時
、
私
は
と
て
も
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。
自
分
だ
け
の
「
晴
れ
」
の

思
い
出
だ
っ
た
と
考
え
て
い
た
あ
の
味
が
、

み
ん
な
と
思
い
が
共
有
で
き
た
こ
と
を
知
っ

た
か
ら
で
す
。

　

昨
年
の
秋
に
、「
き
ら
く
食
堂
」
の
お
好

み
焼
き
の
ソ
ー
ス
「
き
ら
く
ソ
ー
ス
」
の
試

作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。
試
作
品
を
一
口
な

め
た
時
に
そ
ん
な
「
晴
れ
」
の
記
憶
が
一
気

に
甦
り
、
気
づ
く
と
頬
に
ふ
と
涙
が
流
れ
て

い
ま
し
た
。

　

私
の
所
属
す
る
商
工
会
青
年
部
で
は
、
こ

の
「
き
ら
く
食
堂
」
の
味
を
元
に
し
た
「
き

ら
く
ソ
ー
ス
」
を
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
、

今
そ
の
準
備
に
動
い
て
い
ま
す
。
商
工
会
青

年
部
メ
ン
バ
ー
の
思
い
は
一
緒
で
す
。

　

青
春
時
代
の
あ
の
頃
、「
晴
れ
」
の
思
い

出
と
共
に
。

次
回
は
、
奥
田
重
一
さ
ん
（
長
谷
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
角
泰
正
さ
ん
（
弥
生
・
41
歳
）

VOL
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
シ
ネ
マ
・
イ
ン
・
く
ら
て

古
い
名
作
映
画
を
鑑
賞

●
く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会

く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会
で
は
、
７
月
よ

り
毎
月
１
回
（
原
則
第
３
日
曜
日
）
に
古
い

名
作
映
画
を
鑑
賞
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
シ
ネ
マ
・

イ
ン
・
く
ら
て
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

７
月
15
日
（
日
）
▽
開
場
＝
午
後
１
時
15
分
▽
上

映
＝
午
後
１
時
30
分
か
ら
▽
今
後
の
予
定
＝
毎
月
第
３
日

曜
日

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
中
央
公
民
館

●
上
映
作
品　

▽
７
月
＝
東
京
物
語
（
主
演
＝
原　

節
子
）

※
上
映
作
品
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、
く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会　

北
村
☎
（
０
９
０
）
５
３
８
３
局
２
７
５
４
番
ま
で

県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
の

水
泳
競
技
参
加
者
募
集

●
鞍
手
郡
体
育
協
会

鞍
手
郡
体
育
協
会
で
は
、
福
岡
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
水
泳

競
技
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
26
日
（
日
）

●
と
こ
ろ　

北
九
州
市
立
文
化
記
念
公
園
プ
ー
ル

●
参
加
資
格　

鞍
手
郡
に
住
ん
で
い
る
人
▽
少
年
の
部
＝
小
４
以

下
、
小
５
・
小
６
、
中
学
生
、
高
校
生
及
び
平
成
６
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
▽
一
般
の
部
＝
年

齢
区
分
あ
り

●
競
技
種
目　

自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
リ
レ
ー

男
女
、
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

●
申
し
込
み
期
限　

７
月
12
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ　

申
し
込
み
方
法
等
詳
し
い
こ
と
は
鞍
手
町
体
育

協
会
事
務
局
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で



　

国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

／７月の休館日は、２日（月）～６日（金）です。期間中は蔵書点検のため図書室・町民ホールの図書コーナーもお休みです
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

　高さ 634 メートル、世界一高いタ
ワー“東京スカイツリー”。地上 450
メートルの第２展望台からは、はるか
75 キロメートル先まで見えます。そ
んなスカイツリーがエッフェル塔を肩
車したり、エベレストと背くらべした
り！この絵本のスカイツリーからは、
どんな景色が見えるかな？

ゆめのスカイツリー
作＝谷川俊太郎

　信長の娘として生を受けながらも、
母を知らず孤独のうちに育った、冬。
父の命により蒲生氏郷のもとへ嫁ぎ、
想いを交わしあう幸せな日々が訪れる
が ･･･。お市、茶々、江、ガラシャ。
姫たちの戦いに翻弄されながら、ひた
むきに歩んだ女人がいた。その数奇な
半生を辿る歴史長編。

冬姫
作＝葉室　麟

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

／震える牛（作＝相場英雄）／ねえ、委員長（作＝
市川拓司）／ナミヤ雑貨店の奇蹟（作＝東野圭吾）
／ＰＫ（作＝伊坂幸太郎）／彷徨う警官（作＝森　詠）
／傷痕（作＝桜庭一樹）

今月新しく入りました。
●子どもの本

／すごいぞ！しんかい６５００（作＝山本省三）／
ぞうはどこへいった？（作＝五味太郎）／こん虫の
どうぐ（作＝岡島秀治）／かぜ　びゅんびゅん（作
＝新井洋行）／ようちえん　いやや（作＝長谷川義
史）／スミス先生とおばけ図書館（作＝マイケル・
ガーランド）

へいわってどんなこと？
作＝浜田　桂子

ア
ジ
ア
・
太
平
洋

戦
争
の
終
結
か

ら
六
十
七
年
に

な
ろ
う
と
す
る
今
、日
本・

中
国
・
韓
国
の
絵
本
作

家
た
ち
の
交
流
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
に
お
く

る
平
和
絵
本
シ
リ
ー
ズ

が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
中
の

一
冊
が
こ
の
本
で
す
。
へ

い
わ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

「
お
な
か
が
す
い
た
ら
、

だ
れ
で
も
ご
は
ん
が
た
べ

ら
れ
る
」「
い
や
な
こ
と

は
い
や
だ
っ
て
、
ひ
と
り

で
も
い
け
ん
が
い
え
る
」

「
お
も
い
っ
き
り
あ
そ
べ

る
」･･･

。
身
近
な
日
常

か
ら
、
平
和
の
意
味
と
、

大
切
な
い
の
ち
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

の

本
だ
な

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

７
月
は
「
平
和
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
西
藤
典
子
さ
ん
（
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。

「われら愛す」憲法の心を歌った "幻の国家 "
作＝生井　弘明　

離
任
式
は
最
後

の
授
業
幻
の

国
家
「
わ
れ

ら
愛
す
」
説
き
て
歌
い

つ
。
あ
る
日
の
「
朝
日

歌
壇
」
の
こ
の
一
首
が

作
者
の
目
に
留
ま
る
、

そ
こ
か
ら
す
べ
て
は
始

ま
っ
た
。「
わ
れ
ら
愛
す

／
胸
せ
ま
る
あ
つ
き
お

も
い
に
／
こ
の
国
を
／

わ
れ
ら
愛
す･･･

。」
こ

の
歌
の
誕
生
の
い
き
さ

つ
、
作
詞
者
・
作
曲
者

の
人
と
な
り
、
半
世
紀

以
上
の
昔
、
こ
の
歌
に

希
望
と
勇
気
を
与
え
ら

れ
、
今
も
語
り
継
ぎ
歌

い
継
ぐ
多
彩
な
人
々
。

新
生
日
本
の
平
和
主
義

と
自
由
主
義
と
を
高
ら

か
に
歌
い
上
げ
た
国
民

歌
の
発
掘
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
。
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Health山本総看護師長の

調子は
いかが？
町立病院☎42局1231番

町立病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
高
温
多
湿
な
夏
に
体
が
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
結
果
、「
だ
る
い
」「
や
る
気
が

な
い
」「
疲
れ
や
す
い
」「
ぼ
ん
や
り
す
る
」「
食
欲
が
な
い
」「
便
秘
」「
下
痢
」

な
ど
の
症
状
が
お
き
る
夏
の
不
調
の
総
称
で
す
。

山
本
岩
代
さ
ん
・
や
ま
も
と
い
わ
よ　

昭
和
51
年
７
月
か
ら
町
立
病
院
に
勤
務
。
平
成
10
年
５
月
に
看
護
師
長
、
平
成
19
年
４
月
よ
り
総
看
護
師
長
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

夏
バ
テ
し
た
と
よ
く
聞
い
た
り
し
ま
す
が
、
ど
う
い
う
も
の
を
夏
バ
テ
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
？
（
38
歳
・
女
性
）

【
夏
バ
テ
っ
て
？
】

　

夏
バ
テ
と
は
、
高
温
多
湿
な
夏

に
体
が
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
結

果
、「
だ
る
い
」「
や
る
気
が
な
い
」

「
疲
れ
や
す
い
」「
ぼ
ん
や
り
す
る
」

「
食
欲
が
な
い
」「
便
秘
」「
下
痢
」

な
ど
の
症
状
が
お
き
る
夏
の
不
調

の
総
称
で
す
。

　

よ
く
異
常
気
象
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
最
近
の
暑
さ
は
昔
と
違

う
暑
さ
で
す
。
特
に
も
と
も
と
体

力
の
な
い
幼
児
や
高
齢
者
に
と
っ

て
夏
の
暑
さ
は
大
量
の
汗
を
か
く

た
め
に
大
き
な
負
担
と
な
り
、
体

力
を
著
し
く
消
耗
し
ま
す
。
そ
の

う
え
食
欲
が
な
い
た
め
に
栄
養
補

給
が
滞
り
脱
水
症
状
に
陥
る
危
険

も
あ
り
ま
す
。

　
「
汗
を
か
く
こ
と
で
体
内
の
水
分

と
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
し
た
り
、
暑

さ
で
消
化
機
能
が
低
下
し
栄
養
不

足
と
な
っ
た
り
、
外
気
の
暑
さ
と

冷
房
に
よ
る
冷

え
の
繰
り
返
し

で
、
自
律
神
経

が
気
候
の
変
化

に
対
応
で
き
な

い
」
な
ど
夏
バ

テ
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

熱
中
症
な
ど
は
、
生
命
の
危
険
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
、
夏
バ
テ

対
策
は
軽
く
考
え
な
い
で
し
っ
か

り
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
と
は
？
】

　

高
温
の
環
境
で
起
こ
る
生
体（
暑

熱
）
障
害
の
こ
と
で
、
筋
肉
痛
・

筋
肉
の
硬
直
・
熱
失
神
な
ど
は
軽

症
で
、
現
場
で
応
急
処
置
に
よ
り

対
応
で
き
ま
す
が
、
頭
痛
・
気
分

不
快
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・
倦
怠
感
・

脱
力
感
・
39
℃
未
満
の
発
熱
が
あ

れ
ば
、
中
等
度
と
な
り
病
院
へ
の

搬
送
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

①
暑
い
日
は
無
理
せ
ず
、
炎
天
下

や
蒸
し
暑
い
場
所
で
の
行
動
は

避
け
る
。

②
の
ど
が
渇
く
前
に
意
識
し
て
こ

ま
め
に
水
分
・
塩
分
の
補
給
と

休
息
を
と
る
。

③
涼
し
い
服
装
で
帽
子
・
日
傘
・

打
ち
水
や
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

（
日
よ
け
）
の
利
用
を
す
る
。

④
睡
眠
不
足
や
二
日
酔
い
な
ど
体

調
が
悪
い
時
は
暑
い
環
境
に
行

く
こ
と
を
避
け
る
。

⑤
外
出
や
軽
く
汗
を
か
く
程
度
の

運
動
で
、
暑
さ
に
な
れ
る
。

　

熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら
、
体

温
を
下
げ
、
水
分
・
塩
分
の
補
給

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
急
に

容
態
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
誰
か
に
そ

ば
に
付
き
添
っ

て
も
ら
い
、
改

善
し
な
い
場
合

や
悪
化
す
る
場

合
は
病
院
へ

行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

熱
中
症
は
自
宅
内
で
起
こ
る
こ

と
も
多
く
、
特
に
ト
イ
レ
な
ど
は

注
意
が
必
要
で
す
。
高
齢
者
は
暑

さ
の
自
覚
が
低
く
な
り
ま
す
。
温

度
計
で
室
温
を
確
認
し
水
分
や
塩

分
の
補
給
を
し
な
が
ら
、
脱
水
症

や
熱
中
症
を
予
防
し
て
今
年
の
夏

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

母子健康手帳の交付

乳幼児健診・相談
　７月の乳幼児健診は次のとおり
です。該当者には事前に通知をし
ています。ご確認ください。
●とき　健診の内容によって異な

りますので詳細は通知（案内）
書をご確認ください

●ところ　総合福祉センター保健棟
●内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児

相談・栄養相談など

健診内容 期　日 対象児

４か月健診 ７月 12 日（木） 平成 24 年 2 月 16 日から
平成 24 年 03 月 14 日生まれ

７か月健診
７月 26 日（木）

平成 23 年 12 月 02 日から
平成 23 年 12 月 29 日生まれ

12 か月健診 平成 23 年 7 月 01 日から
平成 23 年 7 月 31 日生まれ

１歳半健診
７月 05 日（木）

平成 22 年 12 月 08 日から
平成 23 年 01 月 05 日生まれ

３歳児健診 平成 21 年 06 月 08 日から
平成 21 年 7 月 05 日生まれ

乳幼児相談
（身体測定・育児・栄養相談）

７月 25 日（水） 平成 24 年 5 月 29 日から
平成 24 年 06 月 25 日生まれ

※乳幼児相談は、どなたでもお気軽にお越しください。（申込不要）

予防接種
■ＢＣＧ予防接種
▷４か月健診のときに一緒に行います▷接種期間　生後６か
月未満▷場　所　総合福祉センター保健棟

期　日 時　　間
  7 月 12 日（木）

 午後１時 30 分から２時まで
  8 月 9 日（木）

総合健診のお知らせ

■集団健（検）診日程

期　日 場　　所 受付時間など
 07 月 22 日（日）

 総合福祉センター

午前　8 時 30 分から
　　 10 時 30 分まで
 ※結果説明会は
       後日行います

 07 月 23 日（月）
 07 月 24 日（火）

春の健診の申し込みはすでに終了
していますが、下記の日程には若干
の余裕がありますので、お問い合わ
せください。健（検）診は身体の状
態をチェックできるよい機会です。
ぜひこの機会にお申し込みください。

●申し込み方法　健診希望日の２週間前までに総合福祉セン
ターまでお電話でお申し込みください。また、申込書が自
宅に届いている場合は、必要事項を記入してご返送くださ
い。

●検診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・大腸がん・前
立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎ウィルス）、結核検診、
基本健診、特定健診

●申し込み・問い合わせ　総合福祉センターまで

妊娠がわかったら、早めに母
子健康手帳の交付を受けましょ
う。妊娠中の生活や制度などに
ついて保健師が説明します。
●とき　７月４日、11 日、18 日、

25 日 の 午 前 10 時 か ら 11 時
30 分まで①必ず妊婦さん本人
がお越しください②原則、毎週水曜日の
交付ですが、都合がつかない場合は相談
に応じます

●ところ　総合福祉センター保健棟　
●必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）

夏休みの思い出に参
加してみませんか。み
んなで楽しく料理をし
ましょう。身近な材料
で作れる簡単、おいし
いメニューです。
●とき　７月 27 日（金）午前９時 30 分から

午後１時まで
● 対象者　小中学生とその保護者（子どもの

みの参加も可）
● 場所　総合福祉センター保健棟　　　
● 参加費　無料
● 持ってくるもの　エプロン
● 申し込み期限　７月 20 日（金）まで

夏休み子どもクッキング
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くらしの情報

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番

●町立病院…42 局 1231 番
●鞍寿の里…42 局 1233 番

●鞍手駅…42 局 0980 番
●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

今
月
の
納
税
（
７
月
）

●
固
定
資
産
税
︱
第
２
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
２

期
分

納
期
限
は
７
月
25
日
（
水
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
り
そ
な
銀
行
に
つ
い

て
は
ご
利
用
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
郵
便
局

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き
　
７
月
10
日
（
火
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
婦

人
相
談
員
兼
母
子
自
立
支
援

員
、
行
政
相
談
委
員
の
皆
さ

ん
が
、
あ
な
た
の
悩
み
に
お

こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き
　
７
月
25
日
（
水
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

７
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相

談　

▽
と
き
＝
７
月
６
日

（
金
）
午
後
１
時
か
ら
２

時
ま
で
（
九
州
補
聴
器
セ

ン
タ
ー
）　

▽
と
き
＝
７
月

12
日
（
木
）
午
前
11
時
か

ら
正
午
ま
で
（
九
州
リ
オ

ン
）　

▽
と
き
＝
７
月
19
日

（
木
）
午
後
１
時
か
ら
２
時

ま
で
（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）　

▽
と
き
＝
７
月
25
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
小
倉
補
聴
器
）

　

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談

で
は
、
受
付
順
の
番
号
札

を
配
布
し
ま
す
。

●
町
立
病
院
で
の
相
談
　
▽

と
き
＝
７
月
５
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）　

▽
と
き

＝
７
月
21
日
（
土
）
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で
（
池

田
補
聴
器
）　

▽
と
き
＝
７

月
24
日
（
火
）
午
後
２
時

か
ら
４
時
30
分
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

税
金

Calendar
2012 ７
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

相
談

福岡県飯塚・直方県税事務所と協力し、
滞納処分の強化に取り組んでいます。税を
納めずに放置しておくと、法律に基づいて
給与、預金、生命保険、不動産、自動車な
どの財産の差押を受けることになります。
平成 23 年度は 145 件の差押を行いました。
税金は、町民のみなさんへの身近な行政サー
ビスに使われる大切な財源です。定められ
た期限までにきちんと納めましょう。納付
困難な事情がある場合や納税に関する相談
などがあればご連絡ください。
●問い合わせ　役場税務住民課税務班まで

町税の未納者や
滞納者への徴収強化を
図っています

町税は納期限までに納めましょう
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男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
を
公
募

町
で
は
10
人
の
委
員
で
構

成
し
た
男
女
共
同
参
画
審
議

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
次

の
と
お
り
委
員
を
公
募
し
ま

す
。

●
対
象
者
　
町
内
に
住
ん
で

い
る
20
歳
以
上
の
人
で
、

男
女
共
同
参
画
推
進
の
推

進
に
関
心
の
あ
る
人

●
募
集
人
員
　
男
女
各
１
人

●
申
込
期
間
　
７
月
２
日
（
月
）

か
ら
17
日
（
火
）
ま
で
※
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

７
月
18
日
（
水
）
午
後
１

時
30
分
か
ら
役
場
会
議
室

に
て
抽
選
を
行
い
ま
す

●
応
募
方
法
　｢

委
員
応
募｣

と
記
入
し
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、は
が
き
、フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
応
募

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
班
ま
で

ポ
イ
ン
ト
方
式

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
、
住
宅
の
困
窮
状
況
を
点

数
化
し
点
数
の
高
い
人
か
ら

優
先
的
に
入
居
者
を
決
定
す

る
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ
る
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
内
書
の
配
布
・
申

込
期
間
　
▽
と
き
＝
７
月

17
日
（
火
）
か
ら
７
月
25

日
（
水
）
ま
で
▽
と
こ
ろ

＝
公
社
直
方
出
張
所
（
福

岡
県
直
方
総
合
庁
舎
一
階
・

直
方
市
日
吉
町
９
番
10

号
）、
役
場
建
設
課
な
ど

●
ポ
イ
ン
ト
方
式
対
象
者
　

世
帯
人
数
に
対
し
て
著
し

く
狭
い
住
宅
に
住
ん
で
い

る
世
帯
、
倉
庫
や
事
務
所

な
ど
、
住
宅
で
は
な
い
建

物
に
住
ん
で
い
る
世
帯
、

所
得
に
対
し
著
し
く
高
い

家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
世

帯
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く

は
福
岡
県
住
宅
供
給
公

社
県
営
住
宅
管
理
部
☎

（
０
９
２
）
７
８
１
局

８
０
２
９
番
ま
で

バ
ス
に
乗
ろ
う
!!

イ
ラ
ス
ト
を
募
集

福
岡
県
生
活
交
通
確
保
対

策
会
議
で
は
、
９
月
に
実
施

す
る
路
線
バ
ス
利
用
促
進
福

岡
県
内
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
の
啓
発
活
動
で
使
用
す
る

イ
ラ
ス
ト
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
テ
ー
マ
　
路
線
バ
ス

と
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る

人
の
親
し
み
を
表
す
も
の

で
、「
バ
ス
に
乗
ろ
う
」
と

思
わ
せ
る
も
の

●
応
募
締
切
　
７
月
10
日

（
火
）
必
着

●
応
募
部
門
　
未
就
学
児
の

部
、
児
童
・
生
徒
の
部
（
小

中
学
生
）、
一
般
の
部
（
高

校
生
以
上
）

●
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp/

d12/bus-illust.htm
l

ま
た
は

福
岡
県
広
域
地
域
振
興
課

☎
（
０
９
２
）
６
４
３
局

３
１
６
６
番
ま
で

直
方
・
鞍
手
地
域
の

魅
力
を
伝
え
る

担
い
手
を
募
集

福
岡
県
と
直
鞍
地
区
の
４

市
町
で
は
、
広
域
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
直
方
・
鞍
手
地
域
の

地
域
資
源
等
を
活
用
し
た
学

び
・
体
験
が
で
き
る
「
ふ
れ

あ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
整
備

し
、
そ
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
た
だ
く
担
い
手
を
募
集

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く

は
、
福
岡
県
企
画
・
地
域

振
興
部
広
域
地
域
振
興
課

☎
（
０
９
２
）
６
４
３
局

３
１
８
０
番
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験
と

説
明
会
を
行
い
ま
す

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
自
衛
隊
一

般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補

生
（
男
女
）・
航
空
学
生
の
採

用
試
験
と
、
父
母
な
ど
を
対

象
と
し
た
自
衛
隊
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

●
と
き　

▽
一
般
曹
候
補
生

＝
９
月
17
日
（
月
）
▽
自

衛
官
候
補
生
（
男
子
）
＝

受
付
時
に
連
絡
▽
自
衛
官

候
補
生
（
女
子
）
＝
９
月

23
日（
日
）か
ら
26
日（
水
）

の
間
▽
航
空
学
生
＝
９
月

22
日
（
土
）

●
受
験
資
格　

▽
一
般
曹
候

補
生
・
自
衛
官
候
補
生
（
男

女
）
＝
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人
▽
航
空
学
生
＝
高

校
卒
業
者
（
見
込
み
を
含

む
）
で
21
歳
未
満
の
人

●
受
付
期
間　

８
月
１
日

（
水
）
か
ら
９
月
７
日
（
金
）

ま
で
。
な
お
、
自
衛
官
候

補
生
の
男
子
は
年
間
を
通

じ
て
受
付

●
説
明
会　

▽
と
き
・
と
こ

ろ
＝
８
月
５
日
（
日
）
午

くらしの情報

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

募
集

試
験

総合プール（中央公民
館横）の利用が次のとお
り始まります。利用でき

るプールは、遊泳プールのみです。ま
た、平成 24 年度より子どもたちの遊
びの場の充実を図るため、使用料につ
いては無料となります。なお、25m プー
ルは芝生を張り利用者の憩いの場とな
りました。
●期間　７月20日から８月31日まで（８

月 13 日から 16 日はお休みです）
●時間　①午前 10 時から正午まで②午

後０時 30 分から２時 30 分まで③午
後３時から５時まで

●使用料　無料
●注意　プールを利用するときは、次

のことを守ってください。①食べ物
や飲み物、危険物、動物などを持ち
込まない②プールの中で水中めがね
を使わない③水泳帽子をかぶる④腰
洗いやシャワーで体を清潔にしてか
ら入る⑤貴重品は責任を持って管理
する

●問い合わせ　教育課社会教育班まで

今年もプールの
　季節がやってきた
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くらしの情報

前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま

で
。
鞍
手
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
く
ら
じ
の
郷
）

●
問
い
合
わ
せ　

試
験
の
内

容
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

４
８
４
７
番
ま
で

地
域
の
安
全
安
心
に

貢
献
で
き
る
仕
事
で
す

警
察
官
採
用
試
験

福
岡
県
警
察
で
は
、
次
の

と
お
り
平
成
24
年
度
第
２
回

警
察
官
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
。

●
受
付
期
間
　
８
月
６
日

（
月
）
か
ら
８
月
27
日
（
月
）

ま
で

●
第
１
次
試
験
日
（
１
日
目
）

９
月
16
日
（
日
）（
２
日
目
）

10
月
上
旬
か
ら
中
旬

●
採
用
区
分
・
受
験
資
格
等

▽
警
察
官
Ａ
（
男
性
）
＝

大
学
卒
業
程
度
（
60
人
）

▽
警
察
官
Ａ
（
武
道
指
導
）

＝
大
学
卒
業
程
度
（
２
人
）

▽
警
察
官
Ｂ
（
男
性
）
＝

高
校
卒
業
程
度
（
101
人
）

▽
警
察
官
Ｂ
（
女
性
）
＝

高
校
卒
業
程
度
（
13
人
）

●
試
験
内
容　

筆
記
試
験
（
教

養
試
験
）、
体
力
検
査

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
、
福
岡
県
警
察
本
部

警
務
課
採
用
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
９
２
）
６
２
２
局

０
７
０
０
番
ま
で

平
成
24
年
度

狩
猟
免
許
試
験

平
成
24
年
度
の
狩
猟
免
許

試
験
（
網
猟
、
わ
な
猟
、
第

一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
）

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
と
き　

７
月
31
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

筑
豊
ハ
イ
ツ

●
受
付
期
間　

７
月
23
日

（
月
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い

こ
と
は
、
飯
塚
農
林
事

務
所
農
山
村
振
興
課
☎

（
０
９
４
８
）
２
１
局

４
９
５
３
番
ま
で

救
命
講
習
会
を

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

急
病
・
事
故
・
災
害
、
家

庭
や
職
場
な
ど
で
家
族
や
同

僚
が
突
然
生
命
の
危
機
に

陥
っ
た
と
き
に
役
立
つ
の
が
、

正
し
い
応
急
手
当
の
知
識
と

技
術
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

▽
普
通
救
命
講
習

Ⅰ
＝
８
月
４
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
▽

上
級
救
命
講
習
＝
８
月
５

日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

宮
田
消
防
署

●
内
容　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）

の
使
用
法
・
熱
中
症
や
熱

傷
の
応
急
手
当
な
ど

●
対
象
者　

中
学
生
以
上
た

だ
し
、
上
級
救
命
講
習
は
、

宮
若
市
・
鞍
手
郡
内
に
住

ん
で
い
る
人
か
勤
め
て
い

る
人

●
募
集
人
数　

各
40
人
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
期
限　

７
月
27
日（
金
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
宮

田
消
防
署
救
急
消
防
係
☎

３
２
局
１
１
３
２
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
７
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

２
日
（
月
）、
９

日
（
月
）、
15
日
（
日
）、

16
日
（
月
）、
23
日
（
月
）、

30
日
（
月
）
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

い
た
ず
ら
ド
バ
ト
や

カ
ラ
ス
を
退
治
し
ま
す

大
豆
な
ど
の
農
作
物
の
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
と
お

り
ド
バ
ト
や
カ
ラ
ス
（
有
害

鳥
獣
）
の
駆
除
を
行
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
猟
友
会
の
皆
さ

ん
が
銃
を
使
用
し
ま
す
の
で
、

伝
書
鳩ば

と

な
ど
を
飼
っ
て
い
る

人
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
駆
除
期
間　

７
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
ま
で

重
度
障
害
者
医
療
証
の

更
新
手
続
き
が

始
ま
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
重
度

障
害
者
医
療
証
の
有
効
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
使
用
す
る
た
め
に
は
、

次
の
と
お
り
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。

●
有
効
期
限　

９
月
30
日（
日
）

●
更
新
期
間　

７
月
17
日

（
火
）
か
ら
７
月
31
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日
・

祝
日
は
除
き
ま
す
）
た
だ

し
、
木
曜
日
は
午
後
７
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班

●
必
要
な
も
の　

現
在
使
用

し
て
い
る
医
療
証
、
健
康

保
険
証
、
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

お
知

ら
せ

福岡県鞍手郡鞍手町大字中山 3218
TEL  0949 − 42 − 4676
FAX  0949 − 42 − 7852

＊＊快適な空間を＊＊
水洗改造をしませんか？

有限会社 有泉管工
水洗改造工事・浄化槽工事・水道工事

講
習

■街頭啓発
●とき　７月 17 日（火）
　午前 11 時 30 分からと午後５

時から（いずれも 30 分程度）
　※雨天の場合は７月 18 日（水）
●ところ　スーパー川食、巌流

市場、西日本シティ銀行、ホー
ムワイド付近など

■鞍手町同和問題講演会
●とき　７月 23 日（月）午後２

時 30 分から
●ところ　鞍手町中央公民館
●演題　「おばあちゃんとヒュー

マノイドとぼくら」
●講師　劇団宮若レインボーカ

ンパニー…この講演は、宮若
市と小竹町でも行われ、いず
れの会場でも参加できます

● 小竹町　▷とき＝７月 24 日
（火）午後２時 30 分から▷と
ころ＝小竹町中央公民館

● 宮若市　▷とき＝７月 25 日
（水）午後２時 30 分から▷と
ころ＝宮田文化センター

●手話通訳　各会場ともあります
●問い合わせ　教育課社会教育

班まで

啓発期間中の行事

７月は同和問題
　啓発強調月間

★★ 夏期講習 生徒募集 ★★
（予定：7/30 ～８/30）

※合格を目指して、ともに頑張りましょう!!

≪中高生対象≫ 個別指導 

 　   鞍手町大字中山西区 3923 － 552
  　  TEL・FAX 0949 － 42 － 7683

鞍手進学塾
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国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘
れ

た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と
後

で
医
療
費
を
返
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

今
ま
で
入
院
時
に
し
か
使
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
は
外
来
時

に
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
も
し
入
院
や
高
額
な

外
来
診
療
が
決
ま
っ
た
と
き

は
、
早
め
に
限
度
額
適
用
認

定
証
等
の
交
付
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
書
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

17
年
７
月
２
日
か
ら
８
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者

証
が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
と
な
り
ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

７
月
26
日

（
木
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
で
の
窓

口
負
担
額
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
で
済
む
限
度
額
適
用

認
定
証
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。
こ

　

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　７月 14 日（土）午前 10

時から
● ところ　歴史民俗博物館
● 問い合わせ　歴史民俗博物館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

休日の夜間の体調不良は

急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【５月中】

● とき　７月 11 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間
市通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

【累　計】
件 数 24件（－14） 件 数 20 件（－21）

死 者 20人（±00） 死 者 221人（＋11）

傷 者 24人（－15） 傷 者   28 人（－21）

巡回
交通事故

相談

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページに校区別の詳しい
犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索
直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況

生活安全課からのお知らせ

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

【５月中】 【累　計】
刑法犯総数 145 件（－ 4） 刑法犯総数 673 件（＋29）

車上ねらい 012 件（＋ 6） 車上ねらい 56 件（－ 2）

自転車盗難 018 件（＋ 2） 自転車盗難 64 件（－ 7）

空き巣 013 件（＋ 8） 空き巣 39 件（－ 6）

●７月８日（日） 梅谷外科医院（中本町）
　　　　　　　　　  ☎４２局３３７７番

休日
在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

自転車盗難が多発中!!

　盗難を防ぐには、防犯登録と
２重ロックが基本です。
◉鍵は２重に。購入時について
　いる鍵だけでなく、Ｕ字ロック錠やワイ
　ヤー錠等の補助錠を取り付ける。
◉管理された駐輪場に止める。
◉必ず防犯登録をしましょう。

　直方警察署管内では、自転車やオートバイの
盗難が多発しています。駅や駅周辺の駐輪場、
ショッピングセンター駐輪場での被害が最も多
く、アパート・マンションなど自宅の駐輪場で
の被害も多くなっています。
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の
認
定
証
は
、
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま
せ

ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高
額

な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た
と

き
は
前
も
っ
て
手
続
き
を
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
３
月
31
日
以
前

に
交
付
さ
れ
た
認
定
証
を
お

持
ち
の
人
は
、
記
載
さ
れ
て

い
る
有
効
期
限
ま
で
外
来
診

療
に
も
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
改
め
て
交
付
手
続

き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

証
、
印
か
ん
、
過
去
１
年

間
に
90
日
を
超
え
る
入
院

が
あ
っ
た
人
は
入
院
期
間

が
確
認
で
き
る
書
類
（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
ま
で

緊
急
時
に
は

緊
急
速
報
メ
ー
ル

緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は
、国
・

地
方
公
共
団
体
か
ら
の
災
害
や

避
難
等
の
情
報
を
、
対
象
エ
リ

ア
内
に
い
る
人
に
一
斉
に
緊
急

情
報
を
送
信
す
る
も
の
で
す
。

鞍
手
町
に
お
い
て
も
携
帯
電
話

会
社
と
契
約
し
、
町
が
情
報
を

配
信
し
た
場
合
に
町
内
に
い
る

利
用
者
全
員
に
メ
ー
ル
が
送
信

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
携
帯
機
種

に
よ
っ
て
は
設
定
が
必
要
な
も

の
や
、
利
用
で
き
な
い
携
帯
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
電

話
会
社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
携
帯
電
話
会
社　

株
式
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
モ
バ
イ
ル
株
式
会
社
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社（
ａ
ｕ
）

●
メ
ー
ル
受
信
料
金
及
び
情
報

料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課

庶
務
管
財
班
ま
で

遠
賀
川
と
西
川
の

は
ん
濫ら

ん

浸
水
想
定
区
域
等
と

避
難
場
所
を
掲
載
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

町
で
は
、
遠
賀
川
と
西
川

が
は
ん
濫
し
た
場
合
の
浸
水

想
定
区
域
・
土
砂
災
害
の
警

戒
区
域
等
と
避
難
場
所
を
掲

載
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
。
今
回
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
町
全
体
の

地
図
を
縮
尺
し
作
成
し
た
も

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
確
認

し
た
い
場
合
は
役
場
総
務
課

庶
務
管
財
班
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
避

難
場
所
等
の
確
認
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
役

場
総
務
課
庶
務
管
財
班
ま

で
給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な

ど
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

事
業
者
に
、
申
請
の
あ
っ
た

次
の
２
社
を
追
加
指
定
し
ま

し
た
（
水
道
工
事
は
町
が
指

定
し
た
工
事
事
業
者
し
か
で

き
ま
せ
ん
。）

●
総
合
洗
管
株
式
会
社　

▽
住

所
＝
北
九
州
市
小
倉
北
区

下
富
野
２
丁
目
１
０
番
１

６
号
▽
電
話
＝
（
０
９
３
）

５
１
１
局
６
５
９
１
番

●
有
限
会
社
野
見
山
設
備　

▽

住
所
＝
小
竹
町
大
字
勝
野

２
９
９
６
番
地
１
▽
電
話

＝
（
０
９
４
９
６
）
２
局

６
５
６
６
番

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
班
ま
で

下
水
道
事
業
の

受
益
者
負
担
金
の
納
期
限

平
成
24
年
度
の
下
水
道
事

業
の
受
益
者
負
担
金
の
納
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。
納

付
書
は
７
月
初
旬
に
送
付
し

ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。
な
お
、
口
座
振
替

を
ご
希
望
の
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
全
期
前
納
、
一
年
前
納
期
限

７
月
31
日
（
火
）
ま
で

●
各
期
納
期
限　

▽
第
１
期=

７
月
31
日
（
火
）
ま
で
▽

第
２
期=

10
月
１
日
（
月
）

ま
で
▽
第
３
期=

11
月
30

日
（
金
）
ま
で
▽
第
４
期

=

１
月
31
日
（
木
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
下
水
道
班
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

８
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
22
年
８
月
２
日
か
ら
９

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

７
月
26
日

（
木
）
か
ら
27
日
（
金
）
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
。
た
だ
し
、

木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権
課

福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

交
付

案
内
の
通
知
は
が
き
、
印

か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

ふ
る
さ
と
納
税
に

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た

平
成
23
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
状
況
を
公
表
し

ま
す
。（
公
開
に
ご
承
諾
を
い

た
だ
い
た
方
の
み
、
実
名
で

公
表
を
し
て
い
ま
す
。）
寄

附
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
寄
附
者　

▽
原　

節
子
（
直

方
市
）
＝
10
万
円　

平
成

23
年
度
累
計
額
51
万
円

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画
財

政
課
政
策
財
政
班
ま
で

あ
す
な
ろ
猫

不
妊
・
去
勢
手
術
支
援

福
岡
県
獣
医
師
会
筑
豊
部

会
で
は
飼
い
主
の
い
な
い
猫

に
対
し
、
不
妊
・
去
勢
手
術

の
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
申
込
期
間
等　

７
月
１
日
か

ら
（
申
し
込
み
頭
数
120
頭
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
手
術
料　

▽
メ
ス
＝
一
万
五
百

円
、
オ
ス
＝
五
千
二
百
五
十
円

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
役

場
農
政
環
境
課
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ
内
は
故

人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ【
一
般
】

▽
（
株
）
富
士
ピ
ー
・
エ
ス
遠
賀

川
渡
河
橋
作
業
所
様
＝
小
牧

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ【
香
典

返
し
】

▽
樋
野
文
孝
様
＝
中
山
北
区

（
松
美
）

▽
奈
良
政
雄
様
＝
弥
生
（
マ
サ

子
）

●
町
立
病
院
へ【
香
典
返
し
】

▽
野
村
龍
彦
様
＝
木
月（
敏
彦
）

▽
許
斐
照
登
様
＝
八
尋
（
千
壽

子
）

▽
石
原
一
彦
様
＝
新
北
（
香
代

子
）
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くらしの情報
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この運動は、すべての国民が、
それぞれの立場で犯罪の防止と
罪を犯した人たちの更生（立ち
直り）に理解を深め、力を合わ
せて犯罪のない明るい社会を築
こうとする全国的な取り組みで
す。町では、直方保護区保護司
会鞍手支部の皆さんが街頭啓発
や町内巡回啓発などを行います。
●問い合わせ　役場総務課庶務

管財班まで

防ごう
犯罪と非行
助けよう
立ち直り

７月は社会を明るくする運動月間です

19 − 2012. ７



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

● 町の人口・５月の人の動き

平成 24 年７月号  No.631

・人口　17,343 人
・男性　 8,223 人
・女性　 9,120 人
・世帯数  7,569 世帯

（平成24 年５月31 日現在）

・出生  13 人
・死亡  32 人
・転入  38 人
・転出    49 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番

■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

    【鮭のチャンチャン焼き風】１人当たりの栄養価　261kcal

　

【きゅうりの甘酢炒め】　１人当たりの栄養価　49kcal

テーマ
「食中毒を予防する!!」

■材料（６人分）
生鮭（６切れ）、塩（小さじ 1/2）、こしょう（少々）、玉
ねぎ（100g）キャベツ（100g）、しめじ（60g）、えのき
茸（60g）、ピーマン（30g）、ベーコン（30g）、サラダ油（小
さじ 1）、酒（大さじ 2）、バター（18g）、レモン（1 個）
みそだれ…みそ（40g）、しょうゆ（大さじ 1.5）、みりん（大
さじ 1.5）、酒（大さじ 1）、砂糖（大さじ 1）

■作り方
①鮭は塩とこしょうをふる。
② 玉ねぎは薄切りに、キャベツは３㎝長さの短冊切りにす

る。きのこは石づきを除いてほぐし、ピーマンは種を除
いて細切り、ベーコンも細切りにする。

③ 小鍋にみそだれの材料を入れて、混ぜながらとろりとす
るまで煮詰める。

④ 鍋に油を熱し、鮭を入れて両面を焼き、８割程度火が通っ
たら②を合わせて鮭の上に広げ
て酒を振り入れ、約 15 ～ 20 分
蒸し焼きにする。

⑤ 皿に④を盛り、バターを乗せて
みそだれをかけ、くし形に切っ
たレモンを添える。

■材料（６人分）
きゅうり（3 本）、しょうが（1 かけ）、塩（小さじ 1）、ご
ま油（大さじ 1）、酢（大さじ 3）、砂糖（大さじ 3）、しょ
うゆ（小さじ 1/2）

■作り方
①きゅうりは縦半分に切る。1㎝幅の斜め切りにする。
② きゅうりは塩をふり、10 分程置く。さっと水洗いし、

水気をきっておく。
③酢、砂糖、しょうゆを合わせ、甘酢を作る。
④ 鍋にごま油としょうがを入れ熱し、炒める。香りがして

きたら、きゅうりを加え強火で油が
　全体に回るように炒め、甘酢を加え
　る。ひと煮立ちしたら器に移し、冷
　ましたら出来上がり。

□ ７ 月のカレンダー                　　　
日 曜日 行事内容

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木 １歳半、３歳児健診（福祉センター）
補聴器相談（町立病院：14 時～ 17 時）

6 金 補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）

7 土

８ 日

９ 月

10 火 無料法律相談（くらじの郷：15 Ｐ参照）

11 水

12 木 ４か月健診・ＢＣＧ予防接種（福祉センター）
補聴器相談（役場：11 時～ 12 時）

13 金

14 土 いろりばたお話の会（歴史民俗博物館：10 時～）

15 日

16 月 海の日

17 火 重度障害者医療証更新手続 17 日～ 31 日（役場：17P 参照）

18 水

19 木 補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）

20 金 総合プール開設（７月 20 日～８月 31 日　16P 参照）

21 土 補聴器相談（町立病院：９時～ 12 時）

22 日

23 月 鞍手町同和問題啓発強調月間講演会（中央公民館 :14 時 30 分～）

24 火 補聴器相談（町立病院：14 時～ 16 時 30 分）

25 水
心配ごと相談（くらじの郷：15 Ｐ参照）
固定資産税（２期分）・国民健康保険税（２期分）納期限
乳幼児相談（福祉センター）
補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）

26 木
介護保険証交付　26 日～ 27 日
　　　　　 （役場：８時 30 分～ 17 時 15 分　19P 参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～　18P 参照）
７か月、12 か月健診（福祉センター）

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

　微生物や毒素を体内に入れない抵抗力と健康状態
を維持するためにいろいろな食材を摂り入れましょ
う。
免疫力アップ…体内でビタミンＡに変わり、粘膜を
正常に保つβカロテンを含む緑黄色野菜
殺菌作用…ネギ、しょうが、梅干し、お茶

◆◆  一口メモ  ◆◆食中毒を予防する!!


